
生活支援技術

時間 内容の概要 授業の目標 形式 授業の進め方等

講義
・医師の指示書の確認・手洗い・必要物品・吸引器の用
意・利用者の元へ運ぶ

演習 ・利用者への吸引前の説明内容のワークシート

34
・吸引前の利用者の準備と観察について理解
する

講義 ・環境、利用者の姿勢を整える・吸引前の観察内容ワークシート

35
・口腔内・鼻腔内吸引の実施手順と留意点に
ついて確実に理解する

講義
・口腔内・鼻腔内吸引の手順と留意点を１つずつ確認しな
がら進める

36
・気管カニューレ内吸引の実施手順と留意点
について確実に理解する

講義
・気管カニューレ内吸引の手順と留意点を１つずつ確認し
ながら進める

講義 ・吸引終了後の観察・片づけ

演習 ・吸引後の観察点を具体的に考えるグループワーク

38 ３　喀痰吸引に伴うケア
・喀痰吸引を行う利用者に必要なたんを出しや
すくするケアと口腔ケアについて理解する

講義 ・たんを出しやすくするケア　・口腔ケア

講義
・吸引後の身体的変化と吸引物の確認・医師・看護師へ
の報告

演習 ・看護師への報告内容に関するワークシート　ペア学習

40 ・口腔内の喀痰吸引の演習（全員が１回以上行う）

41 ・指導者による評価（１回目）

42 ・指導者による評価（２回目）

43 ・指導者による評価（３回目）

44 ・指導者による評価（４回目）

45 ・指導者による評価（５回目）

46 ・指導者による評価（１回目）

47 ・指導者による評価（２回目）

48 ・指導者による評価（３回目）

49 ・指導者による評価（４回目）

50 ・指導者による評価（５回目）

51 ・指導者による評価（１回目）

52 ・指導者による評価（２回目）

53 ・指導者による評価（１回目）

54 ・指導者による評価（２回目）

55 ・気管カニューレ内の喀痰吸引の演習（全員が１回以上
行う）56 ・指導者による評価（１回目）

57 ・指導者による評価（２回目）

58 ・指導者による評価（３回目）

59 ・指導者による評価（４回目）

60 ・指導者による評価（５回目）

61 ・指導者による評価（１回目）

62 ・指導者による評価（２回目）

演習

39 ４　記録及び報告
・吸引後の利用者の観察及び報告、記録につ
いて確実に理解する

・吸引前の準備について確実に理解する
・利用者への説明内容について学ぶ

２　吸引の技術と留意点

37
・　吸引後の利用者の観察のポイントと片づけ
について確実に理解する

口腔内の喀痰吸引の演
習及び評価

鼻腔内の喀痰吸引の演
習及び評価

人工呼吸器を装着して
いる利用者の口腔内の
喀痰吸引の演習及び評
価

人工呼吸器を装着して
いる利用者の鼻腔内の
喀痰吸引の演習及び評
価

・人工呼吸器を装着している利用者の口腔内
の喀痰吸引が、手順確認表のとおり、留意点
を守り正しく実施できる。

・口腔内の喀痰吸引が、手順確認表のとおり、
留意点を守り正しく実施できる。

・鼻腔内の喀痰吸引が、手順確認表のとおり、
留意点を守り正しく実施できる。

・人工呼吸器を装着している利用者の鼻腔内
の喀痰吸引が、手順確認表のとおり、留意点
を守り正しく実施できる。

33

気管カニューレ
内部の喀痰吸引
（人工呼吸）

口腔内の喀痰吸
引

鼻腔内の喀痰吸
引

口腔内の喀痰吸
引（人工呼吸）

鼻腔内の喀痰吸
引（人工呼吸）

気管カニューレ
内部の喀痰吸引

・気管カニューレ内の喀痰吸引が、手順確認
表のとおり、留意点を守り正しく実施できる。

気管カニューレ内の喀痰
吸引の演習及び評価

人工呼吸器を装着して
いる利用者の気管カ
ニューレ内の喀痰吸引
の演習及び評価

・人工呼吸器を装着している利用者の気管カ
ニューレ内の喀痰吸引が、手順確認表のとお
り、留意点を守り正しく実施できる。

テーマ

「たんの吸引」の
必要物品、手順
および留意点を

学ぶ

第７章　　高齢者
及び障害者・児
の「たんの吸引」
実施手順解説

口腔内の喀痰吸
引の手順を理解
し、シミュレー
ターを用いて、一
人で正しく実施で
きる。

鼻腔内の喀痰吸
引の手順を理解
し、シミュレー
ターを用いて、一
人で正しく実施で
きる。

人工呼吸器を装着
している利用者の
口腔・鼻腔内の喀
痰吸引の手順を理
解し、シミュレー
ターを用いて、一人
で正しく実施でき
る。

気管カニューレ
内の喀痰吸引の
手順を理解し、シ
ミュレーターを用
いて、一人で正し
く実施できる。

人工呼吸器を装着
している利用者の
気管カニューレ内
の喀痰吸引の手順
を理解し、シミュ
レーターを用いて、
一人で正しく実施で
きる。


